
  

 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

そして、保護者の皆さま、本日はお子さまの晴れの日を迎えられ、心よりお祝い申し上げます。 

また、ご来賓の坂口輪島市長様をはじめ、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただいている

皆さまにも、深く感謝申し上げます。 

さて春の陽ざしを浴び、桜のつぼみが膨らみ始めています。 

皆さんも、この６年間で大きく成長し、今まさに新しい世界へと花開こうとしています。 

大きなランドセルを背負い、少し緊張した表情で体育館に入ってきた入学式。たくさんの希望をもって

学校生活を送っていました。 

そこに、能登半島地震が発生しました。４年生だった皆さんは、多くの被害を受け、それぞれの学校の

校舎を失いました。また、避難所や自宅で過ごしたり、輪島市の外へ避難したりして、友達ともバラバラ

になりました。それでも輪島や知らない学校で歯を食いしばり、頑張っていました。そして、輪島高校、

輪島中学校での生活を経て、この仮設校舎に入り、避難先から帰った友達とも学校生活が始まりました。

もともとは、違う学校だったこともあり、たくさんの苦労があったと思います。しかしながら、それも乗

り越え、協力し合い、学校のリーダーとして、全力で学校を笑顔でいっぱいにしてくれました。復興音楽

隊での凛々しい姿、運動会では、笑顔いっぱいで自分たちは楽しみ、他の学年を応援する。縦割り班活動

での企画力と思いやり。のと NEEDサンドでの地域への想い。在校生の良いお手本となりました。 

皆さんは、それぞれの学校の最後の卒業生として、光り輝いてくれました。 

ばらばらだった６つの光が、１つに集まり輪島の希望の光となりました。 

そんな皆さんにお願いが３つあります。 

１つ目は、輪島復興のために、力をつけてください。それぞれが得意なことでいいと思います。 

２つ目は、感謝の気持ちを忘れないでください。私たちは、たくさんの応援をしてもらいました。目

に見えること、見えなかったこと。決して忘れないでください。 

３つ目は、つながりを大切にしてください。人と人や、人と地域をつなぎ、輪島復興の希望となって

ください。 

保護者の皆さま、本校の教育活動にご理解とご協力くださったことに心より感謝申し上げます。能登半

島地震で失ったものもありますが、新たに得たものもありました。それらを活かすことができますよう、

お子様をお支えください。 

また、地域の皆さまには、引き続き、子どもたちの安全と成長のためにご協力をお願いいたします。 

卒業生の皆さん、名残惜しいですがお別れです。どうか胸を張って、自分らしい道を歩んでください。 

皆さんの未来が、希望と笑顔に満ちあふれることを、心から願っています。 

令和８年 ３月１８日 校長  冨水 聡    
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たに全河井・大屋小学校長 冨水 聡  鳳至・鵠巣・河原田・三井小学校長 表谷 仁 

ゆう＆あい 

輪島市６小学校 学校だより 

１３号（卒業式号） 

発行日  令和８年３月１９日 

「ゆう」には You だけでなく、友達を表す「友」心のや

さしさや学力の「優」の意味、「＆」には学校・家庭・地

域とのつながり、「あい」には相手の「あい」私の「I」、

愛情の「愛」の意味を込めています。 

輪島っ子の夢・目標の実現を目指して・・・ 

６つの「光」が１つになって、輪島を照らし続ける「希望の光」に。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

卒業生へ感謝の気持ちを込めて会場準備（５年） 

小学校の課程を修了し、希望の光を更に強くする中学校生活へ 
 

６つの小学校の最後の卒業生となった皆さんの軌跡は輪島小へ繋がります 


